
 

７
月
２
５
日
「
解
雇
撤
回
！　

民
営

化
絶
対
反
対
！
東
京
青
年
集
会
」
が
熱

気
と
感
動
の
中
、
大
成
功
し
ま
し
た
。

郵
政
を
は
じ
め
、
医
療
福
祉
、
都
営
地

下
鉄
の
運
転
手
、
教
育
労
働
者
、
そ
し

て
解
雇
や
賃
金
未
払
い
に
対
し
て
闘
う

組
合
を
結
成
し
た
合
同
労
組
の
仲
間
の

中
に
は
、
ま
た
た
く
ま
に
団
結
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
自
民
党
支
配
の
崩
壊
に
対

し
て
闘
う
労
働
組
合
を
！　

以
下
、
発

言
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。                      

                                                  

　

日
逓
・
中
野
解
雇
撤
回

　

闘
争
の
報
告

　

去
年
の
大
晦
日
、
仕
事
中
に
人
身
事

故
を
起
こ
し
た
。
幸
い
、
相
手
方
は
軽

傷
だ
っ
た
が
、
こ
の
事
故
を
き
っ
か
け

に
今
ま
で
の
組
合
と
関
係
が
ガ
ラ
ッ
と

変
わ
っ
た
。

　

会
社
か
ら
は
所
長
を
通
じ
て
、
会
社

に
対
し
て
全
面
謝
罪
の
一
筆
を
提
出
し

な
い
と
、「
組
合
員
で
あ
っ
て
も
一
切

　毎朝のミィーティング、「反省会」、ロープレは、現場労働

者の団結を破壊し、当局に忠誠をちかわせる新たな「生産性

向上運動」です。ＪＰＥＸや民営化の破産を現場に押しつけ

る攻撃です。こうしたデタラメな攻撃は絶対許すことは出来

ない。組合執行部は何をやっているのか。束になって闘えば

絶対に勝てる！　現場労働者は団結して、闘おう！

　

　＊「生産性向上運動」とは
　「マル生」攻撃と呼ばれる。現場労働者を黙らせること、

　そして働き度を極限まで高めるために、資本が行う労働

　者支配運動。この延長上にＪＲ尼崎事故（１０７人死亡）

　は起きた。

　【怒りの声】
毎日のミィーティングをやめろ！　
「ＪＲ西日本の日勤教育と同じだ」
「２０億円の赤字は現場の責任ではない！　ちゃんと説明しろ！　
西川こそ責任をとれ！」
「かもめ～るを売って赤字が解消するのか、ふざけるな！」
「売れないかもめ～るの販売を強制するな」　反省会をつぶそう！
現場労働者の団結破壊の「褒賞式」反対！
「生産性向上運動」＝ロープレは、現場の団結した力で粉砕しよう！
組合執行部は、黙認するのか。　現場労働者に組合を取り戻そう！
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守
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
分
会
長
が
言

っ
て
き
た
。
僕
自
身
は
、
勤
務
中
の
事
故

で
、
会
社
の
責
任
だ
か
ら
、
そ
の
責
任
を

転
嫁
す
る
や
り
方
は
ま
っ
た
く
納
得
で
き

な
い
と
所
長
に
伝
え
た
。

　

組
合
か
ら
は
、
自
分
を
つ
ぶ
す
と
。

　

事
故
を
起
こ
し
た
か
ら
、
す
べ
て
僕
が

悪
い
の
か
。
組
合
の
分
会
長
も
当
時
は
、

日
逓
に
入
っ
て
、
組
合
を
変
え
て
い
こ
う

と
約
束
し
て
い
た
。
あ
れ
は
何
だ
っ
た
の

か
。
半
分
人
生
か
け
る
よ
う
な
思
い
で
、

日
逓
に
飛
び
込
ん
だ
。労
働
組
合
を
変
え
、

社
会
を
変
え
て
い
く
夢
や
目
標
は
一
体
何

だ
っ
た
の
か
。
組
合
員
を
つ
ぶ
す
労
働
組

合
と
は
一
体
何
な
ん
だ
と
、
納
得
出
来
な

か
っ
た
。

　

４
月
に
は
大
量
解
雇
が
強
行
さ
れ
た
。

自
分
も
含
め
て
非
正
規
労
働
者
１
４
名

と
、
他
に
派
遣
労
働
者
50
〜
60
人
の
大
量

解
雇
。
こ
れ
は
郵
政
民
営
化
の
破
綻
の
現

れ
。
民
営
化
と
偉
そ
う
な
言
っ
て
い
る
け

ど
、結
局
は
人
件
費
を
か
す
め
取
る
こ
と
。

大
量
解
雇
も
当
然
と
し
て
い
る
。

　

会
社
の
い
い
よ
う
に
モ
ノ
扱
い
さ
れ

て
、
Ｊ
Ｐ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
あ
る
か
ら
、

も
う
君
た
ち
要
ら
な
い
と
切
ら
れ
た
。
で

も
、
本
当
に
こ
ん
な
こ
と
は
誰
も
認
め
て

い
な
い
、
誰
も
許
し
て
な
い
。
こ
れ
か
ら

も
仲
間
を
組
織
し
て
闘
っ
て
行
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
裏
に
続
き
ま
す
）
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１６０人の結集で、「闘う労働組合を作り出そう」と団結を打ち固める。  
（７月２５日）



　

基
調
提
起
／

　

全
逓
の
青
年
労
働
者　

　

民
営
化
絶
対
反
対
の
闘
い
は
、
産
別

を
超
え
て
、
日
本
の
２
千
万
の
青
年
労

働
者
の
闘
い
そ
の
も
の
だ
。

　

日
逓
の
闘
い
も
、
職
場
で
会
社
と
組

合
が
一
体
と
な
っ
て
、
現
場
の
決
起
を

つ
ぶ
し
て
く
る
。
彼
は
「
頭
を
下
げ
る

よ
う
な
生
き
方
は
絶
対
に
し
な
い
」
と

闘
っ
て
い
る
。

　

う
ち
の
職
場
で
も
、
民
営
化
以
前
か

ら
、
正
規
・
非
正
規
の
割
合
は
ほ
と
ん

ど
半
々
。
民
営
化
攻
撃
と
は
、
正
規
・

非
正
規
を
分
断
し
て
、
労
働
者
が
一
つ

に
な
り
団
結
し
て
闘
わ
せ
な
い
こ
と
。

　

今
回
、
自
分
も
職
場
で
、
中
郵
の
廃

局
攻
撃
の
中
で
、
絶
対
反
対
で
闘
い
、

管
理
者
や
組
合
の
執
行
部
と
激
突
し
な

が
ら
や
っ
て
き
た
。
今
の
民
営
郵
政
、

こ
ん
な
も
の
は
打
倒
す
る
ん
だ
と
い
う

こ
と
と
、
郵
政
の
民
営
会
社
を
支
え
て

い
る
Ｊ
Ｐ
労
組
の
本
部
を
打
倒
す
る
闘

い
。
中
野
分
会
の
分
会
長
と
同
じ
よ
う

な
支
部
長
が
う
ち
に
も
て
、
こ
れ
と
絶

対
対
決
す
る
こ
と
。
実
は
、
中
野
の
闘

い
と
全
く
同
じ
中
身
だ
っ
た
。
職
場
は

違
っ
て
も
、
共
通
の
敵
に
対
し
て
、
絶

対
に
闘
う
こ
と
で
団
結
を
勝
ち
取
っ
て

き
た
。
こ
の
闘
い
は
、
他
の
職
場
で
も

通
用
す
る
闘
い
方
だ
。

 

国
鉄
・
分
割
民
営
化
が

 

一
切
の
元
凶

　

民
営
化
は
、
世
界
中
で
や
ら
れ
ま
し

た
。
日
本
に
お
い
て
は
22
年
前
、
国
鉄

分
割
・
民
営
化
が
き
っ
か
け
。
民
営
化
、

規
制
緩
和
で
、
非
正
規
職
が
膨
大
に
生

ま
れ
た
。
こ
の
22
年
で
正
規
職
の
職
場

が
奪
わ
れ
て
、
そ
こ
が
非
正
規
に
置
き

換
え
ら
れ
た
。
労
働
者
派
遣
法
も
改
悪

あ
っ
た
。
そ
う
い
う
中
で
、
資
本
の
よ

る
徹
底
し
た
強
搾
取
と
、
貧
困
層
、
青

年
が
本
当
に
食
え
な
い
状
況
が
作
ら
れ

て
き
た
。
だ
か
ら
、
民
営
化
・
規
制
緩

和
を
進
め
て
き
た
政
界
・
財
界
に
対
す

る
青
年
の
怒
り
は
、
激
し
い
。「
派
遣

切
り
」に
対
す
る
怒
り
に
現
れ
て
い
る
。

　

民
営
化
攻
撃
で
も
う
一
つ
問
題
な
の

は
、
そ
の
間
労
働
組
合
は
何
を
し
て
き

た
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。
労
働
組
合
の

裏
切
り
な
し
に
は
、
語
れ
な
い
。
敵
の

攻
撃
に
対
し
て
闘
わ
な
い
ど
こ
ろ
か
、

職
場
で
闘
い
に
立
ち
上
が
っ
た
労
働
者

に
襲
い
か
か
る
。
連
合
や
全
労
連
に
象

徴
さ
れ
る
体
制
内
の
組
合
指
導
部
に
よ

っ
て
、
労
働
者
が
団
結
し
て
闘
う
こ
と

が
曇
ら
さ
れ
て
き
た
。

 

Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
を
許
さ
な
い

　

今
、
Ｊ
Ｐ
労
組
は
、「
生
産
性
向
上

で
企
業
に
尽
く
す
」
と
言
っ
て
い
る
。

今
年
さ
ら
に
一
線
を
越
え
た
。
Ｊ
Ｐ

労
組
の
山
口
委
員
長
を
郵
政
会
社
の
顧

問
、
経
営
陣
に
す
る
。
解
散
総
選
挙
情

勢
で
、
組
合
本
部
の
書
記
長
を
民
主
党

の
候
補
と
し
て
擁
立
す
る
。
６
月
の
全

国
大
会
で
決
定
さ
れ
た
。

　

組
合
本
部
は
、
一
体
、
何
を
考
え
て

い
る
の
か
。

　

一
つ
は
、
民
主
党
で
政
権
交
代
、
政

治
決
戦
を
や
る
と
。
民
主
党
が
政
権
と

っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
民
主
党
が
国

家
権
力
に
な
る
。
会
社
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な

っ
く
て
、国
家
権
力
と
グ
ル
と
な
っ
て
、

労
働
者
を
支
配
す
る
。
こ
れ
が
Ｊ
Ｐ
労

組
、
連
合
の
方
針
。

　

職
場
で
は
、民
主
党
に
変
わ
っ
た
ら
、

「
Ｊ
Ｐ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
子
会
社
化
が

な
く
な
る
」、「
も
う
一
つ
戻
っ
て

公
社
に
な
る
」
と
か
、
幻
想
が
生

み
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
じ
ゃ

な
い
。

　

世
界
大
恐
慌
と
い
う
中
で
、
資

本
主
義
の
延
命
の
た
め
に
は
、
破

綻
し
て
い
よ
う
が
何
だ
ろ
う
が
、

新
自
由
主
義
、
民
営
化
は
貫
く
以

外
に
な
い
と
い
う
状
況
だ
。

　

も
う
一
つ
は
、
憲
法
改
悪
、
北

朝
鮮
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
か
ら
戦
争

政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｐ

労
組
は
、「
民
営
郵
政
の
危
機
救
う
」

か
ら
「
国
家
の
危
機
を
組
合
員
と

し
て
救
え
。
そ
れ
に
従
え
」
と
言

っ
て
く
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

Ｊ
Ｐ
労
組
は
連
合
の
象
徴
。
Ｊ

Ｐ
労
組
と
の
闘
い
は
、
産
別
を
超

え
た
労
働
者
の
闘
い
だ
。
民
営
化

と
闘
う
こ
と
と
、
民
営
化
を
推
進

し
て
い
る
労
働
組
合
の
一
部
御
用

幹
部
を
絶
対
許
ず
、
職
場
に
労
働

組
合
を
取
り
戻
す
闘
い
は
、
全
産

別
的
な
闘
い
だ
。

 

現
状
を
変
え
る
力
は
、

 

労
働
者
の
団
結
し
た
闘

 

い
の
中
に
あ
る
。

　

今
、
ま
じ
め
に
働
い
て
き
て
も
、

強
制
配
転
、
首
切
り
に
合
う
。
だ

か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
「
資
本
を
許

さ
な
い
。
御
用
組
合
を
許
さ
な
い
。

労
働
者
の
誇
り
を
取
り
戻
そ
う
」

と
い
う
階
級
性
が
生
ま
れ
て
く
る

だ
ろ
う
。「
闘
っ
て
も
勝
て
な
い
」

と
い
う
絶
望
で
は
な
く
て
、
闘
っ

て
こ
そ
展
望
を
切
り
開
こ
う
。

　

民
主
党
、
共
産
党
は
、
民
営
化
問
題

な
ど
を
職
場
生
産
点
と
切
り
離
し
て
、

選
挙
に
す
り
替
え
を
や
る
。
本
当
は
、

現
場
の
労
働
者
に
こ
そ
、
民
営
化
攻
撃

を
粉
砕
す
る
力
が
あ
る
。

　

僕
た
ち
は
職
場
か
ら
立
ち
上
が
っ
た

瞬
間
に
、
こ
い
つ
ら
が
「
わ
が
党
の
も

と
に
従
え
」、「
労
働
組
合
の
幹
部
に
任

せ
ろ
」
と
、「
お
前
ら
は
何
も
や
る
な
」

と
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
。
労
働
者
を
な

め
て
い
る
。

　

僕
は
、現
場
か
ら
立
ち
上
が
っ
て「
自

分
は
職
場
の
主
人
公
な
ん
だ
」
と
気
づ

い
た
。
マ
ル
ク
ス
は
「
労
働
者
こ
そ
が

社
会
の
主
人
公
だ
」、「
労
働
者
が
社
会

を
変
革
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
」
と
言

っ
て
い
る
。
自
分
が
解
放
さ
れ
て
闘
え

る
と
い
う
こ
と
は
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し

い
こ
と
か
。

　

本
当
に
闘
え
る
労
働
者
の
党
を
労

働
者
自
ら
が
党
を
つ
く
る
時
代
に
入
っ

た
。
自
分
が
依
っ
て
立
つ
基
盤
を
つ
く

っ
て
い
く
こ
と
が
本
当
に
重
要
。

　

一
人
の
決
起
は
決
定
的
。
職
場
か

ら
決
起
し
た
仲
間
同
士
が
、
本
当
に
団

結
し
て
、
団
結
を
拡
大
し
て
次
の
闘
い

へ
。
労
働
者
が
生
き
生
き
と
闘
え
る
党

を
つ
く
り
た
い
。
少
数
か
ら
で
も
始
め

よ
う
。
職
場
で
「
３
人
集
ま
れ
ば
文
殊

の
知
恵
」、
そ
れ
が
労
働
者
の
党
。
国

会
議
事
堂
い
る
連
中
で
は
な
い
。

　

今
年
も
11
月
に
全
国
労
働
者
総
決
起

集
会
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。「
数
は
力
」

だ
。
民
営
化
絶
対
反
対
の
闘
い
が
全
世

界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
何
と
し
て

も
１
万
結
集
を
実
現
し
よ
う
。

　
「
万
国
の
労
働
者
団
結
せ
よ
」

ﾍ!!!!!!!!!繁灰粟┈┎覈ガ┏ﾎ擠願┋ケ┫ﾏ
!!!!!!!!!!!!!舩水┤叶〒┇┏脚┯┩┊ガﾏ
ñ＋ñ＋┎сへ揉┏瞶┪鋩ゾ祁瓦─ﾏ失┪┈渇徠┲嘘┪丞｠グ鯑

　社長をふくめ１５名くらいの会社。業績不振によって３カ月
の未払い給与が発生。社長がいきなり脅迫によって退職強要が
行われ、彼以外の全従業員が３カ月分の未払いが残ったまま辞
めさせられたというのが２月。ふざけるなと、絶対闘っていく
べきだと、２月から５ヶ月間闘ってきたが、上部団体は、なか
なか闘わない団体だった。われわれも「おい、どういうことや
ねん」と、自分たちで闘う労組にり、分会を立ち上げた。要求
は、解雇撤回と残業代と未払い給与払えです。

卑だｕＩ猪七Ｐず卑Ｋ猪七ぉ@七庇勁猪ｙ瞳窪Ｐず

サンヨン自動車は６月８日付で９７６人を整理解雇しており、労組は整理解雇計
画が明らかになるや５月 22日から平沢工場を実力封鎖して工場占拠の無期限ス
トライキに突入し、以来、不屈の闘いを続けている。労組が掲げる要求は「整理
解雇撤回と総雇用保障」だ。（写真は、８月１日　正門閉鎖に抗議する労働者）


